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藤沢市

使用上の注意事項

１.はじめに

設計、施工、積算等における業務の簡素化並びに構造物の精度の向上を図ることを目的とする。

1.この標準設計は、藤沢市が直轄工事として施行する土木工事の共通的な構造物の標準化と規格化を図り、もって、土木工事の

2.この標準設計は、共通的な構造物の標準の設計方式及び設計条件にもとづき設計積算を行なったものであるので、特別な設計

条件に係る構造物を除き適用する。なお、適用にあたっては、設計方式に充分留意して行なうべきものである。また、標準設計

に定められた構造物に類似した構造物はできる限り、この標準設計に準じ設計を行なうものとする。

3.この標準設計によった場合は、当該工種の記号を設計図書等に記入するものとし、当該工種の図面は原則としてその都度設計

書等に添付しなくてもよい。

２.注意事項

2.本標準設計は、必要最少限の寸法を決めているのであるから、制作の便のため受注者の負担において部材の厚さ、幅を増加さ

が、いかなる場合でも発注者の承認を得なければならない。

せたり、補強材を設けたり、材質を変更したり等の必要に応じての変更は、構造物の耐荷力を低下させない限りさしつかえない

3.本標準設計の図面寸法は、何もことわっていない場合はすべてｍｍ単位である。

4.材料表の数量は、出来上がり数量である。

5.ＪＩＳ規格品以外の製品を使用する場合には、発注者の承認を得なければならない。

1.本標準設計の集録範囲、図面の使用に当たっての注意事項は後述してある図面中の注意事項を熟読し、使用を誤らないように

注意されたい。
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Ｌ型側溝

基礎砕石工

敷モルタル

名　　称

250A用

RC-40 t=100㎜

1:3

16.5

3.500

0.105

個

ｍ2

ｍ3

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

藤沢市
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注意事項

２．材料は10ｍ当たりで計上してある。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

１．ＰＬ１型（プレキャスト鉄筋コンクリート）は、ＪＩＳ Ａ５３７２を使用する。

５．歩道あるいはそれと同等以下の場所に使用する。
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数　量規格・寸法

１０ｍ当たり

ｍ3

ｍ2

個16.5

1:3

RC-40 t=100㎜

名　　称

敷モルタル

基礎砕石工

Ｌ型側溝 250Ｂ用

4.500

0.135

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

－１－

備　　　　　考

参考重量　44 kg／個

参考重量　56 kg／個

備　　　　　考

プレキャストＬ型側溝（ＰＬ１型）構造図

記　　号

PL1-B250A-H100

材料表

※Ｂ２５０Ａ：こう配１０％一定

記　　号

PL1-B250B-H100

※Ｂ２５０Ｂ：こう配１０％および５％

材料表

４．路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。
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Ｌ型側溝

基礎砕石工

敷モルタル

名　　称

RC-40 t=100㎜

1:3

16.5 個

ｍ2

ｍ3

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

300用

5.000

0.150

注意事項

２．材料は10ｍ当たりで計上してある。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。
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Ｌ型側溝

基礎砕石工

敷モルタル

名　　称

RC-40 t=100㎜

1:3

16.5 個

ｍ2

ｍ3

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

350用

5.500

0.165

１．ＰＬ１型（プレキャスト鉄筋コンクリート）は、ＪＩＳ Ａ５３７２を使用する。

５．歩道あるいはそれと同等以下の場所に使用する。

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

－２－

備　　　　　考

備　　　　　考

参考重量　62 kg／個

参考重量　69 kg／個

プレキャストＬ型側溝（ＰＬ１型）構造図

記　　号

材料表

PL1-B300-H100

記　　号

材料表

PL1-B350-H100

４．路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。
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ＰＬ２型
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注意事項

２．材料は10ｍ当たりで計上してある。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

Ｌ型側溝

基礎砕石工

名　　称

敷モルタル

型枠工

コンクリート工

250A用

RC-40 t=100㎜

16.5

3.500

個

ｍ2

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

ｍ3

1:3 ｍ3

均し

18-8 0.350

0.035

Ｌ型側溝

基礎砕石工

名　　称

敷モルタル

型枠工

コンクリート工

RC-40 t=100㎜

16.5 個

ｍ2

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

ｍ3

1:3 ｍ3

均し

18-8

250B用

2.000

0.450

0.045

１．ＰＬ２型（プレキャスト鉄筋コンクリート）は、ＪＩＳ Ａ５３７２を使用する。

５．軽車両（乗用車または２ｔ以下のトラック）を考慮する場合に使用する。

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

コンクリート

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

コンクリート

－３－

備　　　　　考

参考重量　44 kg／個

備　　　　　考

参考重量　56 kg／個

プレキャストＬ型側溝（ＰＬ２型）構造図

材料表

記　　号

※Ｂ２５０Ａ：こう配１０％一定

PL2-B250A-H100

材料表

記　　号

PL2-B250B-H100

※Ｂ２５０Ｂ：こう配１０％および５％

４．路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。

2.000ｍ2

ｍ2

4.500
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ＰＬ２型
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ＰＬ２型

550

350 100100

3
6
5 1
0

1
0
0

1
0
0

550

9
0

9
5

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

コンクリート

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

コンクリート

注意事項

２．材料は10ｍ当たりで計上してある。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

１．ＰＬ２型（プレキャスト鉄筋コンクリート）は、ＪＩＳ Ａ５３７２を使用する。

５．軽車両（乗用車または２ｔ以下のトラック）を考慮する場合に使用する。

Ｌ型側溝

基礎砕石工

名　　称

敷モルタル

型枠工

コンクリート工

RC-40 t=100㎜

16.5 個

ｍ2

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

ｍ3

1:3 ｍ3

均し

18-8

300用

5.000

2.000

0.500

0.050

Ｌ型側溝

基礎砕石工

名　　称

敷モルタル

型枠工

コンクリート工

RC-40 t=100㎜

16.5 個

ｍ2

１０ｍ当たり

規格・寸法 数　量

ｍ3

1:3 ｍ3

均し

18-8

2.000

350用

5.500

0.550

0.055

－４－

備　　　　　考

参考重量　62 kg／個

備　　　　　考

参考重量　69 kg／個

プレキャストＬ型側溝（ＰＬ２型）構造図

材料表

記　　号

PL2-B300-H100

材料表

記　　号

PL2-B350-H100

４．路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。

ｍ2

ｍ2
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組合せＬ型側溝構造図

セイフティブロック

5

205

25404045

Ｈ ｈ

Ｌ

2525 100 100 100 10050 5050

600

5
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Ｂ

4
5
40

25

50

セイフティブロック寸歩表

セイフティブロック

直ブロック

Ｒブロック

１個当たり
重 量 (㎏)ｈ Ｌ

600

ＨＢ

205 70 50

（単位㎜）寸　 法　 表

1.5m～8m

18

18

 摘　　要

（　　　　　）

ＰＬ４型

（　　　　　）

ＰＬ５型

歩車道境界ブロック（片面Ｒ） 歩車道境界ブロック（両面Ｒ）

（ＰＬ４型・ＰＬ５型）
設計基準強度　場所打コンクリート　σck＝１８Ｎ／㎜2

b1

b2 b3 B = 500

６％

b1

Ｔ

50

Ｈ
5
0

h2
10

h1

b1

B = 500b3b2b3150

Ｈ
5
0

h
1

h
2
1
0

b1

６％

Ｔ

ｂ

ａ Ｌ

ｈ

ａ Ｌ

ｈ

ｂ

歩車道境界ブロック（両面Ｒ）寸歩表

歩車道境界ブロック

Ａ　 種

Ｂ　 種

Ｃ　 種

ａ

150

180

180

ｂ

190

240

230

ｈ

200

250

300

Ｌ

600

600

600

体 積 (m3)
コンクリート １個当たり

重 量 (㎏)

JIS A 5371

摘　　要

0.0204

0.0308

0.0378

48

71

85

寸 法 表 （単位㎜）

歩車道境界ブロック（ＪＩＳ）寸歩表

Ａ　 種

Ｂ　 種

Ｃ　 種

１個当たり
重 量 (㎏)

150

180

180

ａ ｂ ｈ Ｌ

170

205

210 300

250

200

600

600

（単位㎜）寸　 法　 表

600

歩車道境界ブロック 摘　　要

JIS A 5371

80

66

44

ＰＬ４型（組合せＬ型側溝：歩道がマウンドアップの場合）寸法及び材料表

ＰＬ５型（組合せＬ型側溝：歩道がフラットの場合）寸法及び材料表

PL4-B500-H150-T250

PL4-B500-H200-T150

PL4-B500-H200-T200

PL4-B500-H200-T250

PL4-B500-H250-T150

Ｂ Ｈ Ｔ b1 b2

（単位㎜）

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

材　　　　　　　料　　　　　　　表

型　枠(㎡) ブロック(個)

（１０ｍ当たり）

目地ﾓﾙﾀﾙ(m3)
(JIS A 5371)片面Ｒ
を使用

 摘　　要

500

PL4-B500-H150-T200

PL4-B500-H150-T150 150

150500

500

500

500

500

500

500

500

150

200

200

0.802

1.160

1.517

0.823

1.198

1.573

0.826

1.204

1.581

200

250

150

200

250

150

200

250250

250

250

200

200

715

715

715

750

750

750

755

755

755

150

150

150

180

180

180

180

180

180

15

15

15

20

20

20

25

25

25

200

200

200

250

250

250

300

300

300

 60

110

160

 60

110

160

 60

110

160

370

420

470

420

470

520

470

520

570

h3h2h1b3
記　　　号

2.100

3.100

4.100

2.100

3.100

4.100

2.100

3.100

4.100

A種 16.5

A種 16.5

A種 16.5

B種 16.5

B種 16.5

B種 16.5

C種 16.5

C種 16.5

C種 16.5

0.032

0.032

0.032

0.036

0.036

0.036

0.036

0.036

0.036

0.003

0.003

0.003

0.004

0.004

0.004

0.005

0.005

0.005

歩車道境界ブロック

PL4-B500-H250-T250

PL4-B500-H250-T200

寸　　　　法　　　　表

記　　　号

PL5-B500-H150-T150

PL5-B500-H150-T200

PL5-B500-H200-T150

PL5-B500-H200-T200

PL5-B500-H200-T250

PL5-B500-H250-T150

PL5-B500-H250-T200

PL5-B500-H250-T250

PL5-B500-H150-T250

500

500

500

500

500

500

500

500

500

Ｂ Ｈ

150

150

150

200

200

200

250

250

250

Ｔ

150

200

250

200

150

250

200

150

250

b1

830

830

870

870

870

880

880

880

b2

150

150

150

180

180

180

180

180

180

b3

15

15

15

20

20

20

25

25

25

h1

200

200

200

250

250

250

300

300

300

h2

 60

110

160

 60

110

160

 60

110

160

h3

370

420

470

420

470

520

470

520

570

（単位㎜）寸　　　　法　　　　表

830

敷ﾓﾙﾀﾙ(m3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

0.961

1.376

0.984

1.419

1.854

0.990

1.430

1.870

1.791

材　　　　　　　料　　　　　　　表

型　枠(㎡)

2.700

3.700

4.700

2.700

3.700

4.700

2.700

3.700

4.700

歩車道境界ブロック
(JIS A 5371)両面Ｒ
を使用

 摘　　要

0.005

0.005

0.005

0.004

0.004

0.004

0.003

0.003

0.003

目地ﾓﾙﾀﾙ(m3)ブロック(個) 敷ﾓﾙﾀﾙ(m3)

0.019

0.019

0.019

0.023

0.023

0.023

0.024

0.024

0.024

A種 16.5

A種 16.5

A種 16.5

B種 16.5

B種 16.5

B種 16.5

C種 16.5

C種 16.5

C種 16.5

基礎材(㎡)

7.150

7.150

7.500

7.550

7.150

7.500

7.500

7.550

7.550

基礎材(㎡)

8.300

8.700

8.800

8.800

8.800

8.700

8.700

8.300

8.300

注意事項

　７．重量を計算する際の単位体積重量は、無筋コンクリートを2350㎏／m3としている。

　６．コンクリート打設は、豆板等が生じないよう十分な締め固めを行うこと。

　５．目地モルタルの数量は、目地間隔を５㎜として計上。

　　　なお路盤上に施工する場合は、基礎材を省略してもよい。

　２．基礎材の使用材料を図中（　　）内に記入すること。

　１．歩車道境界ブロックについては JIS A 5371 を使用する。

　８．伸縮目地を集水桝間及び１０ｍ以内に設置する。

　３．材料は１０ｍ当たりで計上してある。

１０．歩道（歩行者導線）切下げ部と路面の段差は２㎝、車両乗入部は段差５㎝を標準とする。

　４．端部型枠面積を必要とする場合は、単位長さ当たりのコンクリート体積（材料表内の数量

　　の１／１０）の２倍（両面のとき）を計上すればよい。

　　とを標準とする。

１１．水抜きブロックは、集水桝箇所に加えて、歩車道境界ブロック１０本に１箇所設置するこ

１０００以上３０００未満

２５０以上１０００未満

３０００以上

１００以上２５０未満

１００未満

１５０

２００

２５０

エプロン厚（Ｔ）
（台／日・方向）

舗装計画交通量

（１０ｍ当たり）

　　　また、設置する際には５㎜の段差を設けること。

　９．セイフティブロックの使用範囲は、発注者と協議すること。

－５－
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藤沢市

注意事項

１．歩車道境界ブロックはJIS A5371を使用する。

２．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬ‐ﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

３．材料は10ｍ当たりで計上してある。

４．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

５．コンクリート打設は豆板等が生じないよう十分な締め固めを行うこと。

記号

PL2-B500-H150-T150

PL2-B500-H150-T200

PL2-B500-H150-T250

材料表(10m当たり)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

1.059

1.495

1.930

基礎材(m3) 型わく(m2)

3.200

4.200

5.200

ﾌﾞﾛｯｸ(個)

16.500

16.500

16.500

敷ﾓﾙﾀﾙ(m3)

0.023

0.023

0.023

目地ﾓﾙﾀﾙ(m3)

0.004

0.004

0.004

摘要

材料表

記号

PL2-B500-H150-T150

PL2-B500-H150-T200
PL2-B500-H150-T250

寸法表(mm)

B

500

500
500

H

150

150
150

T

150

200
250

b1

870

870
870

b2

155

155
155

b3

15

15
15

b4

20

20
20

h1

250

250
250

h2

60

110
160

h3

320

370
420

寸法表

0.870

0.870

0.870

H
1
0
0

h
1

10
h
2

h
3

b1

155 b3 180 b4

1
0
0

B

T

舗装計画交通量

（台/日・方向）

100未満

100以上250未満

250以上1,000未満

1,000以上3,000未満

3,000以上

エプロン厚(T)

150

200

250

組合せＬ形側溝（セミフラットタイプ）構造図

－６－

6%



藤沢市

プレキャスト組合せＬＵ側溝構造図

注意事項

１．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬ‐ﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

２．材料は10ｍ当たりで計上してある。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

４．コンクリート打設は豆板等が生じないよう十分な締め固めを行うこと。

Ｌ形寸法表

呼び名

 T-14 

 T-20 

   240 

   300 

   360 

   240 

   300 

   360 

タイプ

標準

切下げ

標準

切下げ

標準

切下げ

標準

切下げ

標準

切下げ

標準

切下げ

形状寸法

a

  350 

  420 

  500 

  350 

  420 

  500 

b

  100 

  100 

  100 

  100 

  100 

  100 

c

  250 

  320 

  300 

  250 

  320 

  300 

d

    - 

    - 

  100 

    - 

    - 

  100 

e

   50 

   55 

   65 

   50 

   55 

   65 

f

  230 

  290 

  350 

  230 

  290 

  350 

g

   70 

   75 

   85 

   70 

   75 

   85 

h

  155 

  105 

  155 

  105 

  155 

  105 

  195 

  145 

  195 

  145 

  200 

  150 

i

   55 

   55 

   55 

   95 

   95 

  100 

j

  100 

   50 

  100 

   50 

  100 

   50 

  100 

   50 

  100 

   50 

  100 

   50 

k

   80 

   85 

   90 

  120 

  125 

  135 

m

   30 

   30 

   30 

    - 

   30 

   30 

r

   20 

   20 

   20 

   20 

   20 

   20 

参考重量

(kg)

     51 

     44 

     61 

     54 

     77 

     70 

     71 

     64 

     85 

     78 

    116 

    109 

Ｕ形寸法表

  240 

  300 

  360 

形状寸法

a

  240 

  300 

  360 

 b 

  220 

  260 

  310 

 c 

  240 

  300 

  300 

 d1 

   45 

   50 

   60 

 d2 

   65 

   70 

   80 

 e1 

   55 

   70 

   75 

 e2 

   65 

   80 

   95 

 f 

   60 

   70 

   80 

 g 

  260 

  330 

  360 

 h 

  300 

  370 

  380 

 i 

  350 

  420 

  500 

 j1 

    - 

    - 

   10 

 j2 

   10 

   10 

   10 

 k1 

   15 

   20 

   20 

 k2 

   25 

   30 

   40 

 m 

   30 

   30 

   30 

 n 

   10 

   10 

   10 

 o1 

   40 

   40 

   40 

 o2 

   40 

   40 

   80 

 r 

   50 

   50 

   50 

参考重量

(kg)

     67 

     96 

    116 

（注）Ｕ形側溝は、T-14、T-20ともに兼用型である。

 呼び名 

ＬＵ側溝数量表

名称

Ｌ形側溝

Ｕ形側溝

基礎砕石工

型枠工

コンクリート工

モルタル

規格

RC-40／t=100mm

BB18-8

1:3

単位

個

個

m2

m2

m3

m3

数量(10m当り)

240用

   16.500 

   16.500 

    3.400 

    2.000 

    0.340 

    0.260 

300用

   16.500 

   16.500 

    4.100 

    2.000 

    0.410 

    0.330 

360用

   16.500 

   16.500 

    4.800 

    2.000 

    0.480 

    0.360 

備考

均し

記　号 PLU-B240-H240PLU-B300-H300PLU-B360-H300

6
0

5 5

600

1
5

10 10

r

r (勾配1/10)
(勾配1/20)

縦鉄筋 横鉄筋

a

cb d

i
j

h

e f g

1
0

1
00

1
0
0

B1

B2

30

600

5 5

C10

横鉄筋 縦鉄筋

用心鉄筋

45゚
45゚

i

a d2d1

j1 30k1 j2k2

n
m

h

r

e1 b e2

c
f

o1 g o2

Ｕ形側溝

Ｌ形側溝

コンクリート

基礎砕石

モルタル

－７－

m

k



ＰＵ１型（ふたなしの場合）

藤沢市

ＰＵ２型（ふた付きの場合）

ＰＣ１.２型

ＰＣ１型およびＰＣ２型
45
°

45
°

h
2

Ｈ
h
1

30
10
0

b1

Ｂb2 b2

b4 b3 b4

b5

b1

3
0

1
0
0

b1

b2 Ｂ b2

T2
Ｈ

h
2

h
1

b3b4 b4

b5

b1

b1

T2
T
3

Ｋ2 Ｋ1 Ｋ2

T1

Ｌ

Ｌ

５５

基　礎　材

  ふたの寸法につ

  いてはＰＣ１型

  又はＰＣ２型を

  使用。

　　　寸　法　表　 　　(単位mm) １枚当たり

  JIS A 5372

  JIS A 5372

  JIS A 5372 2種

  JIS A 5372 1種

記　　号
Ｂ Ｈ b1 b2 b3 b4 b5 h1 Ｌ

　　　　材　　　料　　　表　　　　　(10ｍ当たり)　　　　寸　　　法　　　表　　　　　(単位mm)

当たり重量
　　　(kg)

摘　　　要　　　　モルタル　　(ｍ3)

目地モルタル敷モルタル

PU1-B240-H240

PU1-B300-H240

PU1-B300-H300

PU1-B300-H360

PU1-B360-H300

PU1-B360-H360

PU1-B450-H450

PU1-B600-H600

240

300

300

300

360

360

450

600

240

240

300

360

300

360

450

600

330

400

400

400

460

460

560

740

45

50

50

50

50

50

55

70

220

260

260

260

310

310

400

540

50

60

60

60

65

65

70

80

240

300

300

300

360

360

430

600

50

60

60

65

65

65

70

80

420

h2

430

490

555

495

555

650

810 600

600

600

600

600

600

600

600

基礎材(ｍ2)

4.000

4.000

3.300

4.000

4.600

4.600

5.600

7.400

0.108

0.090

0.090

0.090

0.072

0.108

0.180

0.129

0.003

0.004

0.005

0.006

0.005

0.006

0.008

0.012

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

53

68

77

89

87

97

130

204

ＰＵ１型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝：ふたなし）寸法および材料表

ＰＵ２型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝：ふた付き）寸法および材料表

ＰＣ２型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝ぶた）寸法表

記　　号

　　　　寸　　　法　　　表　　　　　(単位mm)　　　　　　　　材　　　料　　　表　　　　　　　　　(10ｍ当たり)

摘　　　要　　　　モルタル　　(ｍ3)

目地モルタル敷モルタル
基礎材(ｍ2)Ｌh2h1b5b4b3b2b1ＨＢ

PU2-B240-H240

PU2-B300-H240

PU2-B300-H300

PU2-B300-H360

PU2-B360-H300

PU2-B360-H360

PU2-B450-H450

PU2-B600-H600

240

300

300

300

360

360

450

600

240

240

300

360

300

360

450

600

330

400

400

400

460

460

560

740 70

55

50

50

50

50

50

45 220

260

260

260

310

310

400

540 80

70

65

65

65

60

60

50 240

300

300

300

360

360

430

600

50

60

60

65

65

65

70

80 940

750

640

580

640

575

515

505 600

600

600

600

600

600

600

600

3.300

4.000

4.000

4.600

4.000

4.600

5.600

7.400

0.072

0.090

0.090

0.090

0.108

0.108

0.129

0.180 0.012

0.008

0.006

0.005

0.006

0.005

0.004

0.003 16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

記　　号

PC2-B240

PC2-B300

PC2-B360

PC2-B450

PC2-B600

b1 K1 K2 T1 T2 T3 Ｌ
摘　　　要

　重　量　(kg)

43

53

61

89

150

600

600

600

600

60020

20

15

15

1585

85

85

100

130150

120

100

100

10050

55

55

60

75150

120

120

100

90330

400

460

560

740

ＰＣ１型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝ぶた）寸法表

記　　号

PC1-B240

PC1-B300

PC1-B360

PC1-B450

PC1-B500

b1

　寸　法　表　 　(単位mm) 

K1 K2 T1 T2 T3 Ｌ 　重　量(kg)

１枚当たり
摘　　　要

19

31

39

52

75600

600

600

600

6005

10

10

10

1065

60

55

50

4045

60

65

70

7575

60

55

55

5090

100

120

120

150740

560

460

400

330

敷モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

敷モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

目地モルタル

敷モルタル

注意事項

３．側溝ぶたＰＣ２型（JIS A5372　1種）は主として歩道に設置するもの、ＰＣ２型(同2種)

　は車両(後輪一輪32kN以下)が隣接して走行することはまれで、走行することがあっても

　一時退避などで低速で走行するような場所に、車道に平行して設置するものとする。

４．ふた付きの場合、図中のh2はふたの種類によって値が異なるので適用に当たって

　記入すること。（h2＝Ｈ＋h1＋T2＋130）

５．JIS規格品以外の製品を使用する場合には、発注者の承認を得なければならない。

６．ふた付の場合、材料表内側溝ぶたの欄（ ）内に適用するふたの型を明示すること。

７．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

８．交通荷重の激しい路側または、重車両の考えられる路側には使用しないこと。

９．材料は10ｍ当たりで計上してある。

11．歩道あるいはこれと同等以下の場所に使用する場合。

10．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

１．鉄筋コンクリートＵ型側溝はJIS A5372を使用する。

２．鉄筋コンクリートＵ型側溝ぶたはJIS A5372を使用する。

目地モルタル
(1:3)

(1:3)

ふ　た

(1:3)

側溝(個)

側溝(個)

側溝１個

側溝ぶた(枚)

設計基準強度　基礎コンクリート　σck＝18 N/ｍｍ2

－８－

プレキャストＵ型側溝構造図(ＰＵ１型、ＰＵ２型)



設計基準強度　基礎コンクリート　σck＝18 N/ｍｍ2

45
°

藤沢市

注意事項

　すること。

ＰＣ２型 ＰＣ２型

　場合は基礎材を省略しても良い。

４．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する

45
°

Ｌ

（　　　　） （　　　　）

T2

ＰＵ３型（ふた付きの場合）

b1

b2 Ｂ b2

h
2

Ｈ
h
1

1
0

10
0

1
0
0

b4 b3 b4

b5

b1

ＰＵ４型（舗装止ふた付きの場合）

h
2

h
3

Ｈ
T2

h
1

1
0

10
0

10
0

b1 b7

b2Ｂb2

b4 b3 b4

b5

b6

ＰＣ２型

b1

T2
T
3

Ｋ2 Ｋ2

T
1

Ｋ1

　ふたの寸法につ

  いてはＰＣ２型

を使用。　　　

  ふたの寸法につ

  いてはＰＣ２型

を使用。　　　

  JIS A 5372

  JIS A 5372

　寸　法　表　 　(単位mm) 

  JIS A 5372 2種

記　　号
Ｂ Ｈ b1 b2 b3 b4 b5 h1 h2 Ｌ 基礎材(ｍ2)

敷モルタル

　　　　材　　　料　　　表　　　　　(10ｍ当たり)

目地モルタル

摘　　　要

PU3-B240-H240

PU3-B300-H240

PU3-B300-H300

PU3-B300-H360

PU3-B360-H300

PU3-B360-H360

PU3-B450-H450

PU3-B600-H600

240

300

300

300

360

360

450

600

360

300

360

450

600

240

240

300

330

400

400

400

460

460

560

740 70

55

50

50

50

50

50

45 220

260

260

260

310

310

400

540 80

70

65

65

60

60

60

50 240

300

300

300

360

430

600

360

80

70

65

65

65

60

60

50 585

595

655

720

660

720

830

1020600

600

600

600

600

600

600

600 0.330

0.400

0.400

0.400

0.460

0.460

0.560

0.740

0.024

0.030

0.030

0.030

0.036

0.036

0.043

0.060

0.003

0.004

0.005

0.006

0.005

0.006

0.008

0.012

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

　　　　寸　　　法　　　表　　　　　(単位mm)

　　　　寸　　　法　　　表　　　　　(単位mm)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材　　料　　表　　　　　　　　　　　　　　　（10ｍ当たり）

　　　　モルタル　　(ｍ3)

目地モルタル敷モルタルb7(10cm) b7(15cm)

コンクリート(ｍ3)

b7(15cm)b7(10cm)
Ｌh3h2h1

b6

b7(15cm)b7(10cm)
b5b4b3b2b1ＨＢ

記　　号

PU4-B240-H240

PU4-B300-H240

PU4-B300-H300

PU4-B300-H360

PU4-B360-H300

PU4-B360-H360

PU4-B450-H450

PU4-B600-H600

240

300

300

300

360

360

450

600

240

240

300

360

300

360

450

600

330

400

400

400

460

460

560

740

45

50

50

50

50

50

55

70

220

260

260

260

310

310

400

540

50

60

60

65

65

65

70

80

240

300

300

300

360

360

430

600

430

500

500

500

560

560

660

840

480

550

550

550

610

610

710

890

50

60

60

65

65

65

70

80

585

595

655

720

660

720

830

1020

485

495

555

620

560

620

730

920

600

600

600

600

600

600

600

600

0.837

0.925

0.988

1.048

1.054

1.117

1.342

1.753

1.080

1.173

1.266

1.358

1.334

1.427

1.707

2.213

6.85

6.95

7.55

8.20

7.60

8.20

9.30

11.20

0.024

0.030

0.030

0.030

0.036

0.036

0.043

0.060

0.003

0.004

0.005

0.006

0.005

0.006

0.008

0.012

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.5

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

16.6(       )

摘　　　要

記　　号
１枚当たり

　重　量(kg)
摘　　　要

b1 K1 K2 T1 T2 T3 Ｌ

PC2-B240

PC2-B300

PC2-B360

PC2-B450

PC2-B600

330

400

460

560

740 150

120

120

100

90 50

55

55

60

75 150

120

100

100

100 85

85

85

100

130

15

15

15

20

20 600

600

600

600

600 43

53

61

89

150

　とする。

５．JIS規格品以外の製品を使用する場合には、発注者の承認を

　得なければならない。

コンクリート(ｍ3)
　　　　モルタル　　(ｍ3)

3.300

4.000

4.000

4.000

4.600

4.600

5.600

7.400

     基礎材 (ｍ2)

4.300

5.000

5.000

5.000

5.600

5.600

6.600

8.400

4.800

5.500

5.500

5.500

6.100

6.100

7.100

8.900

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

基礎コンクリート(18-8)

基礎砕石(RC-40)

モルタル(1:3)

基礎コンクリート(18-8)

ＰＣ２型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝ぶた）寸法表

ＰＵ３型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝：ふた付き）寸法および材料表

ＰＵ４型（プレキャスト鉄筋コンクリートＵ型側溝：舗装止ふた付き）寸法および材料表
６．材料は10ｍ当たりで計上してある。

７．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

８．一般車両（Ｔ-20相当）を考慮する場合はb7（15㎝）を標準

２．鉄筋コンクリートＵ型側溝ぶたはJIS A5372を使用する。

３．材料表内側溝ぶたの欄（ ）内に適用するふたの型を明示

側溝(個) 側溝ぶた(枚)

側溝(個) 側溝ぶた(枚)

１．鉄筋コンクリートＵ型側溝はJIS A5372を使用する。

－９－

型枠(ｍ2)

型枠(ｍ2)

プレキャストＵ型側溝構造図(ＰＵ３型、ＰＵ４型)



Ｂ２４０-Ｈ２４０

(10ｍ当たり)

藤沢市

ｈ
３

ｈ
４

ｂ５

ｂ２Ｂ

ｂ１

ｂ２

敷モルタル

３
ｂ４ｂ３

ｂ６ｂ６

ｂ４ｂ３
３

ｈ
２

４
５
°

Ｈ
ｈ
１

ｈ
５

１
０
０

１
０
０

１
０

ｂ７
ｂ８

Ｔ
１

Ｔ
２

Ｔ
３

Ｌ 敷モルタル

ふ　　た

Ｌ

目地モルタル目地モルタル

５ ５

記　　　　　号

寸　　　　　　法　　　　　　表 材　　　　　料　　　　　表

摘　　　要

(単位ｍｍ)

記　　　　　号
Ｔ１ Ｔ２

１００

１００

１００

８５

８５

８５

１５

１５

１５

Ｂ

２４０

３００

３６０

Ｈ ｂ１

４４６

５２０

５９６ １１８

１１０

１０３

ｂ２ ｂ３

５０

５２

６０ ５５

５５

５０

ｂ４ ｂ５

２２０

２６０

３１０

ｂ６

６５

３８０

７５

７５

３３０

ｂ７ ｂ８

４６０

８５

８５

ｈ１

７０

８０

９０

ｈ２ ｈ３

２７５

３４５

４１５ １２０

１２０

１２０

ｈ４ ｈ５

７４５

６７５

６０５

８５

２７０

４１０

３５０２４０

３６０

３００

０．４６

０．３５

０．４１

２．００

２．００

２．００

０．０３３

０．０３８

０．０２７ ０．００５

０．００７

０．００９

３.５０

４.１０

４.６０

－１０－

コンクリート(ｍ3) 基礎材(ｍ2) 敷モルタル(ｍ3) 目地モルタル(ｍ3) 型　枠(ｍ2) 側溝(本数)Ｌ

６００

６００

６００

Ｂ

Ｂ

３３０

４００

４６０

鉄筋コンクリートＵ形用ふた　寸法表

落蓋式鉄筋コンクリートＵ形側溝　寸法および材料表

注意事項

５.　鉄筋コンクリートU型側溝Ｌ＝２０００の規格については、同様の仕様として適応できることとする。

４.　ＪＩＳ 規格品以外の製品を使用する場合は、発注者の承認を得なければならない。

３.　目地モルタルの数量は目地間隔を５ｍｍとして計上した。

２.　材料は１０ｍ当たりで計上してある。

１.　基礎材は再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

ｂ１

ｂ２

ｂ１ ｂ２

９０

１００

１２０

５０

５５

５５

適　　　　要

Ｌ
重 量(ｋｇ)

１枚当たり

(単位　ｍｍ)

６００

６００

６００

４５

５５

６４

寸　　　　法　　　　表

Ｔ３ ｒ

ｂ１

ｒ

１５

１５

１８

２４０

３００

３６０

Ｂ３００-Ｈ３００

Ｂ３６０-Ｈ３６０

落蓋式鉄筋Ｕ形コンクリート側溝構造図

１６．７

１６．７

１６．７



藤沢市

注意事項

２.　基礎材は再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝを標準とする。なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

３.　材料は１０ｍ当たりで計上してある。

４.　目地モルタルの数量は目地間隔を５ｍｍとして計上した。

５.　ＪＩＳ 規格品以外の製品を使用する場合は、発注者の承認を得なければならない。

ｈ
３

ｈ
４

ｂ５

ｂ２Ｂ

ｂ１

ｂ２

敷モルタル

ｂ４ｂ３

ｂ６ｂ６

ｂ４ｂ３

ｈ
２

４
５
°

Ｈ
ｈ
１

ｈ
５

１
０
０

１
０
０

１
０

ｂ７
ｂ８

敷モルタル

ふ　　た

Ｌ

目地モルタル目地モルタル

記　　　　　号

寸　　　　　　法　　　　　　表 (単位ｍｍ)

Ｂ Ｈ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ４ ｈ５

落ちふた式Ｕ型側溝　寸法および材料表

５ ５

２５０

３００

３００

３００

４００

４００

５００

５００

２５０

３００

４００

５００

４００

５００

５００

６００

４６０

５２０

５２０

５２０

６３０

６３０

７５０

７５０

１０５

１１０

１１０

１１０

１１５

１１５

１２５

１２５

４５

５０

５０

５０

５５

５５

６０

６０

５５

５５

５５

５５

５５

６０

６０

２３０

２８０

２７０

２６０

３７０５５

３６０

４６０

４５０

６５

７０

７０

７０

８０

８０

８０

９０

３６０

４２０

４１０

４２０

５１０

５２０

６２０

６３０

３４０

３３０

３４０

４３０

４４０

５４０

５５０

６５

７０

７０

７０

８０

８０

８０

９０

２８５

３２５

４２５

５３５

４４０

５５０

５５０

６４０

１２０

１４０

１４０

１４０

１４０

１４０

１５５

１７５

９０

９５

９５

９５

１１０

１１０

１２５

１２５

６１５

６７５

７７５

８８５

７９０

９００

９１５

１０２５

Ｌ

２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

２０００

Ｌ

Ｔ

５５

落ちふた式Ｕ型側溝構造図 

ｂ１

ｂ２

記　　　　　号
ｂ１

落ちふた式Ｕ型側溝（ふた）　寸法表

５００

４００

３００

２５０

ｂ２ Ｔ

３６２ ３５２

４１２ ４０２

５１２ ５０２

６２２ ６１２

９０

９５

１１０

１２５

１５５

Ｌ
１枚当たり

重 量(ｋｇ)

適　　　　要

５００

５００

５００

５００

寸　　　　法　　　　表 (単位　ｍｍ)

２０００

１０１０

３７

４５

６５

９１

２８０

(10ｍ当たり)材　　　　　料　　　　　表

基礎材(ｍ2) 敷モルタル(ｍ3) 目地モルタル(ｍ3) 型　枠(ｍ2) 側溝(本数)

０．０３４

０．０３３

０．０３４

０．０４３

０．０４４

０．０５４

０．０５５

５．０

５．０

５．０

５．０

５．０

５．０

５．０

５．０

０．００１

０．００１

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００３

０．０２８ ２０．１２

２０．８６

２４．９５

２９．１５

２６．５９

３０．７９

３２．４３

３６．６３

３．６０

４．２０

４．１０

４．２０

５．１０

５．２０

６．２０

６．３０

重 量(ｋｇ)

１個当たり

コンクリート(ｍ3)

０．３６

０．４２

０．４１

０．４２

０．５１

０．５２

０．６２

０．６３

３３３

４１９

４７２

５８５

５０５

６３４

６８５

８３５

摘　　　要

Ｂ２５０－Ｈ２５０

Ｂ３００－Ｈ３００

Ｂ３００－Ｈ４００

Ｂ３００－Ｈ５００

Ｂ４００－Ｈ４００

Ｂ４００－Ｈ５００

Ｂ５００－Ｈ５００

Ｂ５００－Ｈ６００

ＪＩＳ Ａ ５３７２ 

ＪＩＳ Ａ ５３７２
１.　鉄筋コンクリートＵ型側溝、Ｕ型側溝ぶたはＪＩＳ Ａ ５３７２を使用する。

－１１－



藤沢市

函きょ型側溝構造図（参考図）
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170

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

管（函）渠型側溝

都市型側溝

モルタル

基礎砕石

モルタル

基礎砕石

注意事項

１．JIS規格品以外の使用する場合には、発注者の承認を得なければならない。

２．基礎材は再生 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（RC-40）を標準とする。

３．場所打コンクリートの設計基準強度はσck=18N/mm2とする。

４．モルタルの標準配合は（1：3）とする。

５．材料は10m当りで計上してある。

６．無筋コンクリート単位体積重量は2,350kg/m3とする。

管（函）渠型側溝（KS-300）

材　料　表

材　料　表

基礎材 型枠
コンク

リート

函渠型
側溝
ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ

境界
歩車道 目地

ﾓﾙﾀﾙ

敷

ﾓﾙﾀﾙ

(m3)(m3)(個)(個)(m3)(m2)

2.1 0.48 ‐ 16.5 ‐ 0.075

基礎材 型枠

(m2)

コンク

リート

(m3)

都市型
側溝
ﾌﾞﾛｯｸ

(個) (個)

ﾌﾞﾛｯｸ
境界
歩車道 目地

ﾓﾙﾀﾙ

(m3) (m3)

ﾓﾙﾀﾙ

敷

0.066‐16.5‐0.171.0

（10.0m当り）

（10.0m当り）

(m2)

8.7

(m2)

5.3

記　　号

管（函）渠型側溝材料表

KS-300

記　　号

TS-250

都市型側溝材料表

都市型側溝（TS-300）

6%,2%

－１２－



藤沢市
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B型（300用）材料表
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注意事項
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60 400 60
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00

F・B 38×4.5F・B 50×9F・B 50×4.5

31
0

390

95 100100 95
70

390

5 5

5
9

9

5

7
0

30
3
0

31
0

仕　様

１．鉄筋コンクリート縁塊は藤沢市L型縁塊規格品

２．盗難防止用クサリは4φ×400mmユニクロメッキ付

１．ふたは原則としてグレーチングとする（くさり付）

２．基礎材の使用材料を図中（）内に明記すること

70

70

上部側塊

縁塊
グレーチング蓋

取り付け口

下部側塊

1
3
0

1
00

15
0

1
2
4
5

ＵＭ１型（藤沢市Ｂ型）

底部に150mm以上の泥だめを設けること。

12
4
5

参考重量(kg)名 称 寸　　法（mm）

159

93

60　195/130×500×600

　400×400×300

　400×400×600

0.40×0.40×0.10

0.52×0.52，t=15cm砕石基礎

コンクリート

工種・名称 計算式・条件等 数量 単位

0.270 

0.016 

1基当たり

2
0

L型縁塊下部側塊上部側塊

雨水桝(藤沢市B型・浸透不可地域用)数量表

　藤沢市型雨水桝（B型用）グレーチング（テーパー付）

ｍ2

ｍ3

３．浸透不可地域以外は「藤沢市下水道設計標準図」を参照すること

雨水桝（藤沢市Ｂ型）構造図

Ｈ

0.016 0.270800

b1

500

b2

520

h1

130

h2

195ＵＭ1-Ｂ300-Ｌ600-Ｈ800

記　　　号
寸法表　（単位mm）

基礎材(ｍ2)

ＵＭ１型（雨水桝：ふた付き）寸法および材料表

材　料　表　　（1箇所あたり）

ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｍ3)

設計強度　σck＝18N/ｍｍ2

－１３－



藤沢市

注意事項

　　なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。

ＬＵ形側溝・ＬＵ桝縁塊構造図

6
0
0

5
5

1
00
3
0

3
0
1
0
0

m

30lk n

a

b
c

g

ｈ
i

b c d

a

j
1
5

e f

設計基準強度　基礎コンクリート　σck＝18 N/ｍｍ2

(勾配1/10)
(勾配1/20)

２．材料は10箇所当たりで計上してある。

グレーチングふた寸法表

呼び名

Ｔ－１４

Ｔ－２０

240

300

360

240

300

360

形状寸法(mm)

a

190

250

290

190

250

290

b

390

390

390

390

390

390

ｃ

32

32

32

50

50

50

参考重量

(ｋｇ)

4.1

4.4

5.8

6.5

7.0

9.2

ＬＵ街きょ桝縁塊

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(ｸｻﾘ付)

1
5

　　発注者の承認を得なければならない。

４．ＪＩＳ規格品以外の製品を使用する場合は、

１．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)を標準とする。。

呼び名

240

300

360

500

形状寸法(mm)

a

240

300

360

500

b

220

260

310

420

c

240

300

300

400

d1

45

50

60

75

d2

65

70

80

105

e1

55

70

75

95

e2

65

80

95

125

f

60

70

80

90

g

260

330

360

540

h

300

370

380

490

i

420

500

680

j1

10

20

j2

10

10

10

20

k1

15

20

20

25

k2

25

30

40

55

m

30

30

30

35

n

10

10

10

20

40

40

40

50

40

40

80

50

r

50

50

50

50

O1 O2

350

LUM1型　Ｕ形側溝

67

96

116

192

参考重量

(ｋｇ)

呼び名

Ｔ－１４

Ｔ－２０

240

300

360

240

300

360

形状寸法(mm)

a

350

420

500

350

420

b

100

100

100

100

100

100

b1 c

250

320

300

250

320

300

d

100

100

e

50

55

65

50

55

65

f

230

290

350

230

350

g

70

75

85

70

75

85

h

55

55

55

95

95

100

i

100

100

100

100

100

100

j

80

85

90

120

125

135

k

100

100

100

100

100

100

l

170

230

270

170

230

270

m

340

340

340

340

340

340

n

50

60

100

50

60

100500

290

LUM1型　Ｌ形縁塊寸法表(240・300・360)

39

43

46

52

59

73

参考重量

(ｋｇ)

LUM1型(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ組み合わせLU型側溝桝：ふた付き)材料表

記号
材料表（10箇所当たり）

0.204

0.246

0.288

0.384

2.040

2.460

2.880

3.840

型枠(m2)

1.200

1.200

1.200

1.200 0.038

目地モルタル(m3) 敷モルタル(m3)コンクリート(m3) 基礎材(m2)

0.001

0.001

0.001

0.001

摘要

LUM１－B240-H240-L600

LUM１－B300-H300-L600

LUM１－B360-H300-L600

LUM１－B500-H400-L600

i

j2k230

45°

45°

n
m

d2ad1

30j1k1

f

h c

O
2

O
1

e1 e2b

Ｕ形側溝断面図

LUM1型

O2gO1

Ｈ

Ｂ

1
00

10
0

1
0

コンクリート

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

基礎砕石

敷モルタル

５．モルタルの標準配合は（1：3）とする。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

市章

0.016

0.020

0.022

－１４－



藤沢市

設計基準強度　基礎コンクリート　σck＝18 N/ｍｍ2

注意事項

　　なお路盤上に施工する場合は基礎材を省略してもよい。

２．材料は10箇所当たりで計上してある。

ＬＵ街きょ集水桝用上・下側塊構造図

４．ＪＩＳ規格品以外の製品を使用する場合は、

2
0
j

i

k

e

gf h

b1b c d d1

a

r1

r2

600

2
0
j

i

k

5 5

10 10

l

mn n1010

ＬＵ型街きょ集水桝上下側塊

10 10b d

e

c

a

2
0

g
f

h

r1

r2

10

600

i 10i

k

2
0

h

g
f

呼び名

240

300

360

500

形状寸法(mm)

a

350

420

480

680

b

45

50

50

55

b1

20

c

240

300

360

500

d

55

60

70

85

d1

10

10

20

e

220

260

310

420

f

35

35

40

55

g

245

315

360

480

h

40

40

60

85

i

240

300

300

400

j

60

70

110

130

k

300

370

410

530

l

460

460

460

400

m

510

510

510

520

n

35

35

35

30

r1

100

100

130

130

r2

125

125

150

150

LUS1型　上部側塊寸法表

呼び名

240

300

360

500

形状寸法(mm)

a

340

410

480

640

b

30

50

50

55

c

250

320

370

490

d

40

40

55

80

e

220

260

310

420

f

265

265

240

250

g

70

70

75

90

h

355

355

335

360

i

30

30

30

35

j

520

520

520

510

k

460

460

460

400

r1

100

100

130

130

r2

125

125

150

150

参考重量

(ｋｇ)

102

126

126

203

LUS1型　下部側塊寸法表

LUS1型(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ組み合わせLU型集水桝：ふた付き)材料表

記号
材料表（10箇所当たり）

0.204

0.246

0.288

0.384

基礎材(m2)

2.040

2.460

2.880

3.840

型枠(m2)

1.200

1.200

1.200

1.200

0.001

0.001

0.001

0.001

0.020

0.025

0.029

0.038

摘要
コンクリート(m3) 目地モルタル(m3) 敷モルタル(m3)

LUS１－B240-H585-L600

LUS１－B300-H655-L600

LUS１－B360-H670-L600

LUS１－B500-H800-L600

１．基礎材は再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)を標準とする。

　　発注者の承認を得なければならない。

参考重量

(ｋｇ)

54

79

105

169

-

-

- -

５．モルタルの標準配合は（1：3）とする。

３．目地モルタルの数量は目地間隔を5mmとして計上した。

n

f g g1a

e

b

h
d

c
1
0

10
0

1
0
0

f1

j
i

k

m n m

l

ＬＵ型街きょ泥溜め桝(参考図)

コンクリート

1
00
1
0

1
5
0

LUS1型

基礎砕石

敷モルタル

o500

480 1010 コンクリート

基礎砕石

敷モルタル

呼び名

240

300

360

500

形状寸法(mm)

a b h i j k l m n

LU型街きょ泥溜め桝

240

300

360

500

208

240

285

390

c d e f f1 g g1 o

240

300

300

400

150

150

150

150

350

420

500

680

45

50

55

50

-

-

10

20

55

60

70

85

10

10

10

20

100

100

100

100

10

10

10

20

30

30

30

35

20

20

20

20

600

600

600

600

70

70

70

70

6

10

12.5

15

6

10

12.5

15

参考重量

(ｋｇ)

126

163

188

269

j

－１５－



７．ます本体は、無筋コンクリートとしてあるが必要に応じて補強鉄筋を考慮すること。70

藤沢市

グレーチング

ＳＭ１型（Ｕ型の場合）

（　　　）

注意事項

6
40

70 50 400 50 70

640

120 400 120

1
50

10
0

1
0
12
0 70

1
5
0
～

640

7
0

（Ｂ）

h
1

h2

h
3

Ｈ

縁塊

φ6

5
0

40
0

50

7
0

50
0

70

64
0

50

70

400

640

500 70

640

5
0
70

1
20

70

400

ＳＭ１型（集水ます：ふた付き）寸法および材料表

寸　法　表　（単位mm）

Ｈ
記　　　号

Ｂh3h2h1 コンクリート（ｍ3） 敷モルタル（ｍ3）

ＳＭ１－Ｂ４００－Ｈ６７０ 670

320

990

640

740

390

610

260

400

400

2.953

1.497

0.002

0.002ＳＭ１－Ｂ４００－Ｈ３２０

アンカーRBφ6

クサリφ5.5-500L

シャックル

RBφ6-22L

FB50×20-485L

集水桝用グレーチング

T-14
表面処理　亜鉛メッキ

クサリ・アンカー・シャックル付

30

9
5

4
9
0

487

485

5
0

5020

70

70

30

1 1

55

500

TB 8×8

IB 50×7×4

20
5
0

7
0

6

5
0

6

1
0
0

9
5

4
9
0

FB 50×6

0.193

0.105

１．ＳＭ１型に用いるますぶたは、クサリ付鋼製格子ぶたを標準とする。

２．基礎材の使用材料を図中（　）内に明記すること。

３．底板上面から流出パイプの入口までの高さｈ2は、現状の状況に合わせて決定するものとするが、少なくとも１５cmは確保すること。

６．コンクリート打設は、豆板等が生じないよう十分な締め固めを行うこと。

５．型わく面積は、側壁を先行し底板を後施工する施工方法を考えて計上してある。

４．コンクリート量は、流入・流出のための側こう類・パイプ類による減少量を考慮していない。したがって、必要に応じてコンクリー

　ト量を補正すること。

集水桝　構造図

材　料　表　　（1箇所あたり）

８．材料は１箇所当たりで計上してある。

設計強度　ます　σck＝180/ｍｍ2

型枠（ｍ2）基礎材（ｍ2）

0.409

0.409

－１６－



藤沢市

組合せ排水桝(縁塊)構造図

縁塊(６％)

縁塊(２％)

注意事項

１．材料は10箇所当たりで計上してある。

155

170

1
0
0
1
7
0

700

150 400 150

700

1
5
0

1
0

6％

700

150 400 150

700

2%

1
0
1
5
0

グレーチング蓋

縁塊

モルタル

縁塊

モルタル

グレーチング蓋

名称

縁塊

敷きモルタル

コンクリート

型枠

基礎砕石

規格

グレーチング

1:3

18N/mm2

単位

個

m3

m3

m2

m2

数量(10箇所当り)

6%

   10.000 

    0.330 

    0.193 

    1.190 

    1.190 

2%

   10.000 

    0.330 

組合せ排水桝縁塊材料表

記　　　号 KHM1-B400 KHM2-B400

    - 

    - 

    - 

－１７－



注意事項

１．横断暗きょブロックは工場製品とし、ひびわれ荷重は次のとおりとする。

２．基礎材の使用材料は実施に当たり明記のこと。

３．敷モルタルとしては1㎝を見込むこと。

４．材料は10ｍ当たりで計上。

ＢＸ1型（プレキャスト函きょ）寸法表および材料表

h1

45

60

60

75

85

130

2.0180

藤沢市

775

450

297

220

155

97

0.15

0.11

0.09

0.07

0.06

0.03

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

0.775

0.595

0.495

0.425

0.345

0.265

20

20

20

18

10

10

27

27

27

27

17

17

80

75

60

60

45

40

865

625

500

420

350

265

150

150

150

100

100

100

100

100

100

100

100

100

135

90

65

60

50

40

690

530

430

375

320

250

772

595

495

425

345

263

775

595

495

425

345

265

540

400

310

250

220

170

240

180

600600

450450

360360

300300

240

（10.0ｍ当り）材　　　　料　　　　表（単位㎜）寸　　　　　　　　　法　　　　　　　　　表

r1 r2 r3h5h4h3h2b4b3b2b1HB

150

130

110

110

90

70

70

70

50

50

5050

5050

5050

5050

（㎏）（ｍ3）（ｍ2）（ｍ3）（本）

函きょ コンクリート モルタル

コンクリート 基　　礎 基礎材 型　　枠 敷及び目地 1.0ｍ当り

参考重量

呼　び　名

180用

240～600用

ひびわれ荷重

8,000㎏以上

8,000㎏以上

　正　面　図 　側　面　図

i

j

暗渠－プレキャスト函きょ(BX1型)構造図

1,000

記　　　号

BX1-B180

BX1-B240

BX1-B300

BX1-B360

BX1-B450

BX1-B600

（ｍ2）

2.650

3.450

4.250

4.950

5.950

7.750

45 10

10

10

10

10

10

t i j

B

b3

r3

r1

t

b1

h1
H

h
2

h
3

h
4

1
0

h
5

b2

r2

モルタル(1:3)

基礎コンクリート(18-8)

基礎砕石(RC-40)

設計基準強度　基礎コンクリート　σck=18N/mm2

－１８－



10

藤沢市

97

0.15

0.11

0.09

0.07

0.06

0.03

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

0.775

0.595

0.495

0.425

0.345

0.265

690

530

430

375

320

250

772

595

495

425

345

263

775

595

495

425

345

265

540

400

310

220

170

240

180

600600

450450

360360

300300

240

180

（10.0ｍ当り）材　　　　料　　　　表（単位㎜）寸　　　　　　　　　法　　　　　　　　　表

r1 r2 r3b4b3b2b1HB

記　　　号

150

130

110

110

90

70

70

70

50

50

5050

5050

5050

5050

（㎏）（ｍ3）（ｍ2）（ｍ3）（本）

函きょ コンクリート モルタル

コンクリート 基　　礎 基礎材 型　　枠 敷及び目地 1.0ｍ当り

参考重量

１．横断暗きょブロックは工場製品とし、ひびわれ荷重は次のとおりとする。

注意事項

呼　び　名

180用

240～600用

ひびわれ荷重

8,000㎏以上

8,000㎏以上

２．基礎材の使用材料は実施に当たり明記のこと。

３．敷モルタルとしては1㎝を見込むこと。

　正　面　図 　側　面　図

BX2-B180

BX2-B240

BX2-B300

BX2-B360

BX2-B450

BX2-B600

260

b5

325

395

450

517

620

775

b6

343

420

500

585

685

865

h1

45

60

60

75

85

130

h2

40

50

60

65

90

135

h3

100

100

100

100

100

100

h4

100

100

100

150

150

150

h5

265

350

420

500

625

865

t

40

50

60

70

70

80

160

197

298

461

780

10

10

10

10

10

b6

b3

B

r3

r2

b1

r1

h1
H

h
2

h
5

10

h
3

h
4

b4

b2

b5

t

1,000

20

ＢＸ2型（プレキャスト函きょ）寸法法および材料表

暗渠－プレキャスト函きょ(BX2型)構造図

（ｍ2）

2.650

3.450

4.250

4.950

5.950

7.750

４．材料は10ｍ当たりで計上。

モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

基礎コンクリート(18-8)

設計基準強度　基礎コンクリート　σck=18N/mm2

－１９－



藤沢市

地先境界、植樹ブロック（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ）　構造図

注意事項

１．地先境界ブロックはJIS A-5371の規格品を使用すること。

２．JIS規格品以外の使用する場合には、発注者の承認を得なければならない。

３．基礎材は再生 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（RC-40）を標準とする。なお、路盤上に施工する場合は基礎材を省略しても良い。

４．場所打コンクリートの設計基準強度はσck=18N/mm
2とする。

５．モルタルの標準配合は（1：3）とする。

６．材料は10m当りで計上してある。

７．無筋コンクリート単位体積重量は2,350kg/m3とする。

1
0

L

50

b1

h
3

h
1

h
2

H

B

1
0

B

50

b1

H
h
1

h
2

h
3

L

(注2)

(注2)

官 民

植樹帯歩道

基礎砕石

ｺﾝｸﾘｰﾄ

モルタル

基礎砕石

ｺﾝｸﾘｰﾄ

モルタル

B H L h1 h2 h3 b1

150 150 600 100 100 360 200

120 120 600 100 100 330 170

寸　法　表 材　料　表

基礎材 型枠

(m2) (m3)

リート

コンク 地先
境界
ﾌﾞﾛｯｸ

目地

ﾓﾙﾀﾙ

敷

ﾓﾙﾀﾙ

(個) (m3) (m3)

2.0

2.0 0.20

0.17 16.5

16.5 0.002

0.001 0.012

0.015

（単位mm） （10.0m当り）

(m2)

2.0

1.7

（単位mm） （10.0m当り）寸　法　表 材　料　表

B H L h1 h2 h3 b1

120 120 600 100 100 330 170

基礎材 型枠 リート

コンク

ﾌﾞﾛｯｸ
境界
特殊 目地

ﾓﾙﾀﾙ

敷

ﾓﾙﾀﾙ

(m2) (m3) (個) (m3) (m3)

2.0 0.17 16.5 0.001 0.012

(m2)

1.7

記　　号

K1-B150-H150

K1-B120-H120

Ｋ１型（地先境界工）寸法および材料表

記　　号

Ｋ２型（植樹ブロック工）寸法および材料表

K2-B120-H120

－２０－



藤沢市

H

B b1

h1
h
3

H

B b1

h1
h
2

h
3

再生アスファルト安定処理

砂又はモルタル　※１

砂又はモルタル　※１

B

H

5 5

h
1

※路盤厚に応じて厚さを決定

目地モルタル

基礎砕石

基礎砕石

平板・インターロッキングブロック

敷モルタル ※3

コンクリート(σck=18N/mm2)※3

目地モルタル ※2

 平板・インターロッキングブロック ①　②

 平板・インターロッキングブロック ③

 視覚障がい者誘導用ブロック（アスファルト舗装）

 T60 

 T80 

 T60 

 T80 

 200 - ① 

 200 - ② 

 200 - ③ 

 300 - ① 

 300 - ② 

 300 - ③ 

形状寸法

B

  200 

  200 

  200 

  300 

  300 

  300 

H

   60 

   80 

   80 

   60 

   80 

   80 

b1

    5 

    5 

    5 

    5 

    5 

    5 

h1

   30 

   30 

   30 

   30 

   30 

   30 

h2

    - 

    - 

  100 

    - 

    - 

  100 

h3

  100 

  150 

  150 

  100 

  150 

  150 

h4

  190 

  260 

  360 

  190 

  260 

  360 

 ＜適用条件＞ 

 使用場所は以下のとおりとする。 

 ① 

 ② 

 ③ 

 ※１：ブロック下は原則として砂を用いるが、切下げ部(大型車)についてはモルタルとする。 

 標準部 

 切下げ部（普通車） 

 切下げ部（大型車） 

 　　　また地域特性により砂をモルタルに変えることができる。 

呼び名

 T60 

 T80 

 300 - ① 

 300 - ② 

形状寸法

B

  300 

  300 

H

   60 

   80 

h1

   10 

   10 

 ＜適用条件＞ 

 使用場所は以下のとおりとする。 

 ① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 標準部(敷モルタル) 

 切下げ部(敷モルタル) 

 標準部(敷砂) 

 切下げ部（敷砂） 

※３．平板又はｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸに設置する場合は、平板又はｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの舗装構成と同様とする。

平板ブロック、視覚障がい者誘導用ブロック 構造図

呼び名記　　号

BL1-K1-H60

BL1-K2-H80

BL1-K3-H80

BL2-K1-H60

BL2-K2-H80

BL3-K3-H80

記　　号

SB1-K1-H60

SB1-K1-H80

h4
h
4

平板・インターロッキングブロック 材料表

視覚障がい者誘導用ブロック 材料表

 ※２：インターロッキングブロックの場合は、砂目地(30mm)を標準とする。
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藤沢市

照明灯構造図(参考図)

360

1
8
7

654

656

768

425

3
2
7

カップリング加工：22mm

7
5
0

2
5
0
0

5
8
0
0

アダプター：φ60.5×120L

200V 6A（JIS2形）

ＬＥＤ電源ユニット
ジョイントユニット

ボックス開口部（130×600）

φ168

基礎部については、
別紙　
照明灯基礎構造図

1
5
0

※自動点滅器

※引込バンド

H

G.L.

※架空引込みの場合に設置

※ニップル加工

ＬＥＤ道路灯

鋼管テーパーポール（溶融亜鉛めっき後指定色塗装仕上）

基礎部については、

別紙　照明灯基礎構造図

1
7
7

L

H

テーパーポール : 8-18

（溶融亜鉛メッキ仕上）

灯　具 

ランプ 

アダプター

5°

開口部

安定器

ジョイントボックス

φ167

G.L

7
5
0

部  品  名

ポール長さ(mm)

道路照明灯寸法

部 品 表

H
8000

10000

部番 数材質・材厚 備      考

部 品 表

備      考数材質・材厚部  品  名部番

８－１８

ポール長さ(mm) Ｈ ポール長さ(mm) Ｌ

１０－８

１０－１８

道路照明灯寸法

８－８ 8000

8000

10000

10000

800

1800

800

1800

4

52

7

1 3
6

1 4

2 3

1

2

3

4

5

6

7

本体

反射板

枠

グローブ

ソケット

端子台

蝶番

アルミダイカスト

アルミダイカスト

アルミ

硬質ガラス

磁器

磁器

ステンレス t2.8

メタリックシルバー

メタリックシルバー

E39

3P

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

4

1

1

1

1

下部本体

上部本体

上部カバ－

前面ガラス

アルミダイカスト

アルミダイカスト

アルミダイカスト

強化ガラス t4

ポリエステル粉体塗装

ポリエステル粉体塗装

ポリエステル粉体塗装

透明

照明柱姿図(LED)

照明器具詳細図(LED)

照明柱姿図

照明器具詳細図

－２２－



藤沢市

照明灯基礎構造図(参考図)

2
5
0

Ｈ
－
１
０
０

50

5
0
0

2
5
0

2
0
0

250

1
8
0

250

350

3
5
0

2
5
0

4-P t12L

1
8
0

250

350

3
5
0

2
5
0

50

6
0
0

2
5
0

2
0
0

250

4-φ30穴

Ｂ

2
5

8
0

2
5

8
0

(ポール１０ｍ)

(ポール８ｍ)

ｈ
１

Ｈ

G.L. G.L.

4-M24六角ナット
ダブルナット・ワッシャー付

4-φ30穴

φ500×t0.6
スパイラルダクト

砕石RC-40

F.B 50 t3.2

（溶融亜鉛めっき）
4-P t12

F.B 50 t3.2

アース棒：φ10×1500
Ｄ種

ケーブル孔：65×150（貫通）

コンクリート基礎　

スパイラルダクト

砕石RC-40

ｈ
１

Ｈ

3
0
0

Ｄ種

4
0
0

アース棒：φ10×1500

ダブルナット・ワッシャー付
4-M24六角ナット

（溶融亜鉛めっき）

5
0
0

Ｂ

コンクリート基礎　

注意事項

１．道路附属物の基礎は ｢道路附属物の基礎について ｣(昭50.7.15　道企発第52号)によること。

２．基礎形状は円形によることを原則とする。

３．設計風速・・・60m/sec

４．ＬＥＤ照明については、ＬＥＤ道路・トンネル照明導入ガイドライン(案)(平成２３年９月)によるもの。

５．材料は１箇所あたりで計上してある。

2.0 

－

コンクリート

 (m3)

0.258

0.317

0.357

0.396

基礎材 鉄筋  

φ9mm(kg)

0.549

0.499

[アンカーボルト]

 10組

[アンカーボルト] 

10組

型枠スパイラル

ダクト  

φ500mm  (m)

1.5

1.7

1.5

－

型枠スパイラル

ダクト

 φ225mm  (m)

型枠スパイラル

ダクト  

φ250mm  (m)

型枠  (m2)

0.5

0.5

0.2

0.2

1.5

2.0

 (m2)

材　　　料　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.0箇所あたり)

記　　　　　　　　　号

ＡＫ１－Ｋ１０－Ｈ２１００

 [埋め込み式]

ＡＫ１－Ｋ８－　Ｈ１５００

 [ベースプレート]

ＡＫ１－Ｋ１０－Ｈ１７００

 [ベースプレート]

AK1型(道路照明灯基礎)寸法および材料表

ＡＫ１－Ｋ８－　Ｈ１６００

 [埋め込み式]

頻　　度 Ｂ Ｈ ｈ１

ポール　  8m

ポール  10m

ポール　  8m

ポール  10m

φ500

φ500

φ500

φ500

1,600

2,100

1,500

1,700

100

100

100

100

※

※

※参考値

寸　　　法　　　表　　　　(単位mm)

ベースプレート

ベースプレート詳細 アンカーボルト詳細

ベースプレート詳細 アンカーボルト詳細

埋め込み式

0.196

0.196

0.196

0.196

－２３－



藤沢市

道路反射鏡構造図

道路反射鏡基礎（AK2型）寸法および材料表道路反射鏡基礎（AK2型）

100 0.020 0.2

100 0.020 0.2

100 0.020 0.2

記　号
規格 H

1,200

1,200

1,500

h
1

H

型枠スパイラルダクト

（円形）

B

B

φ600
φ800

注意標
 φ76.3*3.2*3.6(φ600S)高輝度反射シート
 φ76.3*3.2*4.0(φ800S,600W)
 φ89.1*3.2*4.4(φ800W)

管理番号表

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

砕石基礎

120

18-8

ｱﾝｶｰﾊﾞｰ

(藤沢様式)

Co t
=
50

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

4
3
0

Co500*500*100

鏡　　　面

バックプレート

フ　ー　ド

塩化ビニールパッキン

SPCC取り付け金具

注　意　票

STKー400支　柱

管理番号表

φ600S 76.3×3.2×3600

φ800S,φ600W 76.3×3.2×4000

89.1×3.2×4400φ800W

ステンレス製道路反射鏡名　　　称

φ800　　　（φ600）鏡面寸法

曲率半径 R=3000　　　(R=2200)

1

2

3

4

5

6

7

8

径B

1
0
0

（注2）

支　　柱
(径・厚・長さ)

φ500

φ500

φ500

B h1

0.233

0.233

0.288

（人力建柱）

AK2-K1面-H1200

AK2-K2面-H1200

AK2-K2面-H1500

89.1×3.2×4.4

89.1×3.2×4.4

101.6×4.0×4.8

基礎材(m3)ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

　　　 　1.4

         1.1

　　　 　1.1(m)

型枠ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

φ500mm
型枠(m2)

側面図正面図

φ1000

φ800

φ1000

1面積

2面積

2面積

番号

名　　称 材　質 仕　　様

特
記
事
項

形
 
式

EVA樹脂

スコッチカル  

SUS304

SUS430

0.9m/m

0.9m/m

200×50

亜鉛メッキ・静電粉体塗装

指称430×120

溶触亜鉛メッキ

橙色

橙色

道路反射鏡

支柱･基礎設置(材工共)

注意シート

管理番号表

鏡面設置(手間のみ)

道路反射鏡設置数量表（φ600S）

道路反射鏡設置数量表（φ800S･600W）

道路反射鏡設置数量表（φ800W）

　1基当り

　1基当り

　1基当り

工 　　種 種 　　別 数　量 単位 摘　　　　　　要

工 　　種 種 　　別 数　量 単位 摘　　　　　　要

工 　　種 種 　　別 数　量 単位 摘　　　　　　要

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ600

φ76.3 H=3.6m

   1.000

   1.000

   1.000

   1.000

   1.000 　面

　基

　枚

　枚

　基

掘削･埋戻含む

道路反射鏡

支柱･基礎設置(材工共)

注意シート

管理番号表

鏡面設置(手間のみ)

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ800(600)

φ76.3 H=4.0m

　面

　基

　枚

　枚

　基

   1.000

   1.000

   1.000

Wについては取付金具を使用

掘削･埋戻含む

1.000
(2.000)

1.000
(2.000)

道路反射鏡

支柱･基礎設置(材工共)

注意シート

管理番号表

鏡面設置(手間のみ)

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ800

φ89.1 H=4.4m

   2.000

   1.000

   1.000

   1.000

   2.000

　面

　基

　枚

　枚

　基

掘削･埋戻含む

Wについては取付金具を使用

寸　　法　　表　　　　（単位mm) 材　　料　　表　　　（1箇所当たり）

「（県）交通安全施設等整備事業関連通知集」（昭58.6.1道管）を参考のこと。

2.基礎形状は円形によることを原則とする。機械による建柱の場合は型枠（スパイラルダクト）

3.地表部の厚さ10cmは円形型枠の直径（二重構造にあっては外側）と同寸法の正方形とし、コ

　ンクリート面を地表に出す。

1.道路附属物の基礎は「道路技術基準通達集」（昭50.7.15建企発52号）によることを原則とし、

　は二重構造とする。基礎材の使用材料は実施に当り明記のこと。

4.床掘量計算は円錐台とする。

5.設計風速・・・・40m/sec

　路反射鏡設置基準を参考とすること。

7.材料は1箇所当たりで計上してある。

注意事項

6
0
0(
φ
6
0
0
S)

12
0
0(
φ
80
0
W)

9
00
(
φ
8
0
0S
,
φ
6
0
0W
)

500

（
φ
80
0
W）

（
φ
80
0
S,
φ
60
0
W）

（
φ
60
0
S）

4
,
40
0

4
,
00
0

3
,
60
0

50
0

2
,
5
00

1
0
0

6.基礎については、「道路附属物の基礎について」（昭和50年7月15日　道企発第52号）及び道

構　造　仕　様　書

－２４－



通用経範囲φ370以内

φ76.3

3
0

2
3
0

t3.2

1
00

420

12
0

24
0

t3.2

240

37
0

45

1
20

φ76.3

3
0

t3.2

1
2
0

420

23
0

*3.2
φ76.3

藤沢市

道路反射鏡(共架式)構造図

道路反射鏡設置共架式（１鏡面） 道路反射鏡設置共架式（２鏡面）

t3.2

通用経範囲φ370以内

3
0

φ76.3

t3.2

2
3
0

420

12
0

1
0
0

240

1
201
00

420

30

φ76.3

2
30

45

3
7
0

t3.2

1
20

道路反射鏡設置共架式数量表（φ600S）

道路反射鏡設置共架式数量表（φ800S）

道路反射鏡設置共架式数量表（φ600W）

道路反射鏡設置共架式数量表（φ800W）

　1箇所当り

　1箇所当り

　1箇所当り

　1箇所当り

φ76.3

工 　　種 種 　　別

種 　　別工 　　種

数　量

数　量

単位

単位

摘　　　　　　要

摘　　　　　　要

道路反射鏡

管理番号表

共架式鏡面取付金具設置

道路反射鏡

管理番号表

共架式鏡面板取付金具設置

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ600

200*50

材工共

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ800

200*50

材工共

    1.000

    1.000

    1.000

    1.000

    1.000

    1.000

　面

　枚

　基

　面

　枚

　基

工 　　種 種 　　別

工 　　種 種 　　別

数　量

数　量

単位

単位

摘　　　　　　要

摘　　　　　　要

道路反射鏡

管理番号表

共架式鏡面取付金具設置

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ600

200*50

材工共

道路反射鏡

管理番号表

共架式鏡面取付金具設置

ｽﾃﾝﾚｽ1面φ800

200*50

材工共

    2.000

    1.000

    2.000

    2.000

    1.000

    2.000

　面

　枚

　基

　面

　枚

　基

注意事項

「（県）交通安全施設等整備事業関連通知集」（昭58.6.1道管）を参考のこと。

2.基礎形状は円形によることを原則とする。機械による建柱の場合は型枠（スパイラルダクト）

3.地表部の厚さ10cmは円形型枠の直径（二重構造にあっては外側）と同寸法の正方形とし、コ

　ンクリート面を地表に出す。

1.道路附属物の基礎は「道路技術基準通達集」（昭50.7.15建企発52号）によることを原則とし、

　は二重構造とする。基礎材の使用材料は実施に当り明記のこと。

4.床掘量計算は円錐台とする。

5.材料は1箇所当たりで計上してある。

電柱取付図

１面鏡

2
40

*3.2

道路反射鏡基礎（AK2型）寸法および材料表

100 0.020 0.2

100 0.020 0.2

100 0.020 0.2

記　号
規格 H

1,200

1,200

1,500

支　　柱

(径・厚・長さ)

φ500

φ500

φ500

B h1

0.233

0.233

0.288

AK2-K1面-H1200

AK2-K2面-H1200

AK2-K2面-H1500

89.1×3.2×4.4

89.1×3.2×4.4

101.6×4.0×4.8

基礎材(m3)ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3)

　　　 　1.4

         1.1

　　　 　1.1(m)

型枠ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

φ500mm
型枠(m2)

φ1000

φ800

φ1000

1面積

2面積

2面積

寸　　法　　表　　　　（単位mm) 材　　料　　表　　　（1箇所当たり）

道路反射鏡基礎（AK2型）

（人力建柱）

φ800
φ600

h1
H

型枠スパイラルダクト

（円形）

B

B

径B

1
00

（注2）

φ800
φ600

φ800
φ600

電柱取付図

２面鏡

1
00

－２５－



藤沢市

案内標識基礎（AK3型）

警戒標識基礎（AK4型）

規制標識基礎（AK5型）

φ500

記 　 号
規格

警戒標識基礎（AK4型）寸法および材料表

基本寸法
(1枚)

h1 ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3) 基礎材(m3) 型枠ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ 型枠(m2)B H

寸　　法　　表　　　　（単位mm) 材　　料　　表　　　（1.0ヶ所当たり）

100 0.020 0.2

標識高さ

(注6参照）

φ500 100 0.020 0.2

φ500(1枚) 100 0.020 0.2

φ500 100 0.020 0.2

AK4-K2-H900

AK4-K1-H600

AK4-K1,3-1-H900

AK4-K1,3-2-H900

(2枚)

(2枚)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

600

900

900

900

0.121

0.179

0.179

0.179

       　0.8

         0.8

　　　 　0.8

国道番号(118)
都道府県番号(118-2)
まわり道(120-A)

基本寸法
1.3倍

基本寸法

φ500mm　0.5(m)

注意事項

4.床掘り量の計算は円錐台とする。

2.基礎形状は円形によることを原則とする。但し、地表部の厚さは10cmは円形型枠の直径と同寸法とし、コンクリート面を地表面に出す。

　基礎材の使用材料は実施にあたり明記のこと。

7.規制標識の高さは路肩の利用状態により変わってくる。

 (2)自転車歩行者道の時は路面から標識下端まで2.5mとすること。

3.基礎が舗装面に埋め込まれている場合には、舗装部分の抵抗を考慮に入れ、根入れ長さを70％まで低減してよい。但し、端数は5cm単位で切上げのこと。

5.支柱の径は規制標識の1.3倍のみ76.5cmとし、その他は60.5cmで計算している。

 (1)歩道の時は路面から標識下端まで1.8mとすること。

6.警戒標識の高さは路面から標識下端まで1.8mとすること。

φ500

記 　 号
規格

基本寸法
(1枚)

h1 ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3) 基礎材(m3) 型枠ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ 型枠(m2)B H

寸　　法　　表　　　　（単位mm) 材　　料　　表　　　（1.0ヶ所当たり）

100 0.020 0.2

標識高さ

φ500 100 0.020 0.2

φ500(1枚) 100 0.020 0.2

φ500 100 0.020 0.2

(2枚)

(2枚)

〃

〃

〃

〃

〃

600

900

900

0.121

0.179

規制標識基礎（AK5型）寸法および材料表

AK5-K1-H600

AK5-K2-H900

AK5-K1,3-1-H900

AK5-K1,3-2-H900

1.3倍

(注7参照） φ500mm　0.5(m)

       　0.8

         0.8

　　　 　1.10.2351,200

0.178

案内標識基礎（AK3型）寸法および材料表

記 　 号
規格 h1 ｺﾝｸﾘｰﾄ(m3) 基礎材(m3) 型枠ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ 型枠(m2)B H

寸　　法　　表　　　　（単位mm) 材　　料　　表　　　（1.0ヶ所当たり）

基本寸法 φ500 400 100 0.083 0.020 φ500mm　0.3(m) 0.2AK3-K基 -H400

案内標識・警戒標識・規制標識基礎 構造図

1
0
0

B

径B
H

h
1

径B

1
0
0

h
1

H

型枠スパイラルダクト

（円形）

型枠スパイラルダクト

（円形）

B

B

（注2）

（注2）

径B

1
0
0

h
1

H

型枠スパイラルダクト

（円形）

B

（注2）

1.3倍

B

B

1.道路附属物の基礎は、「道路付属物の基礎について」(昭50.7.15 道企発第52号)によること。

8.道路管理者が設置するものに限り適用する。

9.材料は1箇所あたりで計上してある。

－２６－



藤沢市

平　面　図 正　面　図

10箇所あたり

283

1220

12
2
0

φ654 φ820

200410327

注意事項

調整高さ0㎝(蓋撤去含む) 10.000 箇所

名    称 規格・寸法 数量 単位

1220

人孔調整

人孔蓋調整工【TYPE1】構造図

１．数量は、10箇所当たりで計上してある。

２．人孔調整高さは0cmを標準とする。

記　　　号

MHF-TYPE1

人孔蓋調整工【TYPE1】 数量表

－２７－



藤沢市

平　面　図 正　面　図

10箇所あたり

現 況 舗 装 構 成 断 面 図

1220

12
2
0

φ654 φ820

200410

1220

327283

調整高さ0㎝(蓋撤去含む) 10.000 箇所

名    称 規格・寸法 数量 単位

路盤掘削（床堀）

As殻処分

m

m2

m3

m3

m3

m3

m3

m2

m2

 0.576

11.526

48.800

 0.576

 0.922

 0.922

 0.922

11.526

11.526

As切断　15cm以下

人力　t=5cm

As殻・2t積級

人力　路盤材

路盤材・2t積級

路盤材処分

再生粒度調整砕石 RM-30　t=8cm

再生密粒度As(13) t=5cm 小型車割増

処分費

残土運搬処理工

処分費

路盤工

表層工
13
0

50
80

5
0

8
0 1
3
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

仮舗装工

路盤工路盤掘削工

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

粒度調整砕石 t=10㎝

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 　　 t=15㎝

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

粒度調整砕石 t=20㎝

3号工(1) 3号工(2)

人孔調整

舗装版切断工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

殻運搬処理工

注意事項

人孔蓋調整工【TYPE2】構造図

１．数量は、10箇所当たりで計上してある。

２．人孔調整高さは0cmを標準とする。

記　　　号

MHF-TYPE2

人孔蓋調整工【TYPE2】 数量表

－２８－



藤沢市

平　面　図 正　面　図

10箇所あたり

現 況 舗 装 構 成 断 面 図

1220

12
2
0

φ654 φ820

200410

1220

327283

13
0

50
50

30

50

13
0

50

仮舗装工

路盤工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

路盤掘削工

粒度調整砕石 t=10㎝

粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ t= 5㎝

粒度調整砕石 t=20㎝

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 　　 t=20㎝

2号工(3) 2号工(4)

人孔調整 調整高さ0㎝(蓋撤去含む) 10.000 箇所

名    称 規格・寸法 数量 単位

舗装版切断工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

殻運搬処理工

処分費

路盤掘削（床堀）

残土運搬処理工

処分費

路盤工

基層工

表層工

As切断　15cm以下

人力　t=10cm

As殻 2t

As殻処分

人力　路盤材

路盤材 2t積級

路盤材 処分

再生粒度調整砕石 RM-30　t=3cm

 再生密粒度As(13) t=5cm 小型車割増

 再生粗粒度As(20) t=5cm 小型車割増

48.800

11.526

1.153

1.153

0.288

0.288

0.288

9.606

11.526

11.526

m

m2

m3

m3

m3

m3

m3

m2

m2

m2

注意事項

人孔蓋調整工【TYPE3】構造図

１．数量は、10箇所当たりで計上してある。

２．人孔調整高さは0cmを標準とする。

記　　　号

MHF-TYPE3

人孔蓋調整工【TYPE3】 数量表

－２９－



藤沢市

平　面　図 正　面　図

10箇所あたり

現 況 舗 装 構 成 断 面 図

1220

12
2
0

φ654 φ820

200410

1220

327283
仮舗装工

安定処理工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

1
50

5
0

1
0
0

50
10
0 15
0

調整高さ0㎝(蓋撤去含む) 10.000 箇所

名    称 規格・寸法 数量 単位

人孔調整

舗装版切断工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

殻運搬処理工

処分費

表層工

路盤工

As切断　15cm以下

人力　t=15cm

As殻 2t積級

As殻処分

再生安定処理(30) t=10cm 小型車割増

再生密粒度As(13) t=5cm 小型車割増

48.800

11.526

1.729

1.729

11.526

11.526 m2

m2

m3

m3

m2

m

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ 　t= 5㎝

ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理 t=10㎝

注意事項

人孔蓋調整工【TYPE4】構造図

１．数量は、10箇所当たりで計上してある。

２．人孔調整高さは0cmを標準とする。

記　　　号

MHF-TYPE4

人孔蓋調整工【TYPE4】 数量表

－３０－



藤沢市

平　面　図 正　面　図

10箇所あたり

現 況 舗 装 構 成 断 面 図

1220

12
2
0

φ654 φ820

200410

1220

327283

20
0

50
50

1
0
0

5
0

50
1
0
0

2
0
0

調整高さ0㎝(蓋撤去含む) 10.000 箇所

名    称 規格・寸法 数量 単位

人孔調整

舗装版切断工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

殻運搬処理工

処分費

路盤工

基層工

表層工

As切断　15㎝を超え～30cm以下

人力　t=20cm

As殻　2t積級

As殻処分

再生安定処理(30) t=10㎝ 小型車割増

再生粗粒度As(20) t=5cm 小型車割増

再生密粒度As(13) t=5cm 小型車割増

48.800

11.526

2.113

2.113

9.606

11.526

11.526

m

m2

m3

m3

m2

m2

m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理 t=10㎝

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ 　t= 5㎝

粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ 　t= 5㎝

粒度調整砕石 　t=20㎝

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 　　 　t=20㎝

ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理 t=10㎝

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ 　t= 5㎝

粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ 　t= 5㎝

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 　　 　t=20㎝

粒度調整砕石 　t=10㎝

2号工(1) 2号工(2)

仮舗装工

安定処理工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版破砕工

注意事項

人孔蓋調整工【TYPE5】構造図

１．数量は、10箇所当たりで計上してある。

２．人孔調整高さは0cmを標準とする。

記　　　号

MHF-TYPE5

人孔蓋調整工【TYPE5】 数量表

－３１－


